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日曜日はいよいよ日比谷の推薦入試であ
る。昨年、この試験を受けた人もいるだろう
から、あれからもう一年経ったということで
ある。
知っての通り、今年から選抜の方法が変わ

って、「集団討論」（面接官２名vs受検者５～
６名）が加わった。その結果、選抜に関わる
配点も、調査書450点＋小論文150点＋面接
（集団＋個人）300点となった。従来の配点
（調査書450点＋小論文100点＋面接170点）
よりも調査書点の割合が減ったから、逆転合
格の可能性が高まるのかも知れないし、一方、
小論文や面接点ではあまり差がつかなくて、
結局は例年通りの結果になるのかも知れない
し、何にせよ、制度を変えた一年目の結果は
注目されることだろう。

＊
それにしても「一年は早いなぁ～」という

のが正直な感想だろう。しかし、一年前の自
分と今の自分とを比べて、「成長した！」と
いえるだろうか？
確かに、学力は伸びたに違いない。英語や

国語の問題などは、日比谷の入試がひどく易
しく見えるはずだ（数学は？…笑）
運動部に入った人は、体力面でも大きく向

上しているだろうし、運動部に入っていなく
ても、高校生として身体能力は高まっている
に違いない。通学に時間がかかるようになっ
て、それだけで体力がアップ？したと感じる
人がいるかも知れないし、「考査前には寝な
いでも大丈夫になった！」などと自慢する人

もいるのかも知れない（笑）。
では、気持ちの面ではどうだろう？ 中学

生だったころの毎日と、日比谷生になってか
らの一日一日とでは、何か違ってきているだ
ろうか？ 授業や部活に対する取り組み態度
はどうだろう？ そして、周囲の友だちとの
関わり方は？

＊
私は、ぜひ「変わってほしい」と思ってい

るのである。中学校時代を振り返って、例え
ば「アレがうまくいかなかった」とか「コレ
がいつもダメだった」と感じていることがあ
る人は、日比谷の生活の中で是非それを改善
してほしいし、逆に、中学校時代を振り返っ
て、「アレだけは負けなかった！」とか「コ
レはちゃんとやり続けたな」といったことが
あれば、それをさらに進化（深化）させてほ
しいと思うのである。
日本には「変わらぬ良さ＝伝統」みたいな

ものを強調する風潮があって、それはそれで
イイことだとは思うが、成長の過程にある君
たちは、変わることを恐れてはいけないし、
むしろ、積極的に変わることにチャレンジす
べきだろう。この前の「RーCAP」もそんな
きっかけの一つとなるはずだ。
すぐ目の前にある「日常生活」や「勉強法」、

ひいては自分の将来の進路など、何か心に引
っかかるモノがある人は、１～２年生のうち
に色々あがいてみることだ。周囲には優れた
友だちもいる。あがくことで、何か新しい展
開が見えてくるに違いない。


